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おける学生の自生的な学びの生成∴情報教育研究集会｡
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神藤 ◎村上 ⑳田口 (2003)｢京鳴バーチャル教育大学 (KNV)実践における学び｣/
神藤 ◎村上◎杉原 ◎辻 (200趨)｢京鳴バ-チャル教育大学 (KNV)実践における学び (2)｣
/杉原 ◎神藤 ⑳村上 ⑳辻 (2004)｢遠隔 ◎討論型授業における学生の自生的学び一京鳴バ
ーチャル教育大学 (KNV)実践を通して-｣/杉原 ◎神藤 ◎村上 ◎曽根 (2004)テレビ
会議システムを利用した授業における学生の自生的な学びの生成
これらの研究は,KNVの環境 (後述)のもとで,授業中の学 生 の 行 動 の観察,毎回の





村上 ◎神藤 ◎曽根 (2003)｢遠隔ゼミにおける受講生のメディア活用｣ /谷村 ◎石村 ◎
山崎 ◎三宮 (2004)｢情報教育における学びの質一京鳴バーチャル教育大学 (KNV)の














































































の研究業績の再録を参照されたい｡ (大 山 泰 宏)
2ユニークアクセスに限る. すなわち,同一日に同一IPアドレスからのアクセスは除いている｡
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